
担当課としての取組レベル

Ａ　提言等の趣旨に沿って措置したもの

Ｂ　実現に努力しているもの

Ｃ　当面は実現できないもの

Ｄ　実現が極めて困難なもの

Ｅ　質問等に対する回答

№
地
区

提言等 取組状況 部 課
提言
区分

取組
ﾚﾍﾞﾙ

1
山
根

　選挙の投票時間ですが、山根地区は午後６時まででいいと思い
ます。６時過ぎてから来る人はいないと思うので、現実的な対応
をとってもいいのではないでしょうか。

　実現に向け検討していきます。 選
管
事
務
局

選
管
事
務
局

意
見

Ｂ

2
山
根

　火災時の防災行政無線の放送ですが、出火場所を番地や目安と
なるものを入れて話すと分かりやすくなると思います。

　通報された内容が正確かどうかの判断など、さまざまな課題が
あることから、久慈広域連合消防本部等と協議してまいります。
　なお、久慈広域連合消防災害情報専用サイトにおいて、火災発
生場所の地割までは確認できますのでアクセスしてご利用くださ
い(http://fd-kuji.jp/saigai/)

総
務
部

消
防
防
災
課

意
見

Ｂ

3
山
根

　ＮＨＫ（テレビのニュース番組）などで出される久慈市の気温
はどこで計っているのですか。
　また、それが久慈市全体の平均気温なのか教えてください。

　現在市内には、気象庁で設置した観測所が小久慈町柏木親水公
園付近、山形総合支所、山根支所の３カ所あります。
　気象観測は、周囲の地形等、環境に大きく影響され、観測地点
によって値が異なり、その値は久慈市における代表値ではなく、
あくまでも１観測地点のものです。
　盛岡地方気象庁からは、同一地点での長年のデータ蓄積により
得られる情報が重要であり、現在の気象観測地点で継続観測して
いると伺っています。
　なお、小久慈町柏木親水公園付近の観測所については、市役所
敷地内にあった観測所を気象統計の継続が可能な範囲で移設した
ものと伺っています。

総
務
部

総
務
課

質
問

Ｅ

4
山
根

　山根地区で交流人口を減らしている原因の一つが、大月峠の工
事です。久慈市も積極的に関わってほしいです。
　また、白石峠も観光施設があれば観光客が通ります。カーブが
多くて大変だと聞きますので見ていただきたいです。

　岩手県では、「復興支援道路」及び「復興関連道路」に位置付
け、平成28年度の完成を目指し、延長2,100ｍの拡幅・線形改良を
進めていると伺っています。
　市では、当該路線は広域的な連携に必要不可欠な路線の一つと
して認識していることから、着工区間の早期完成及びその他の急
カーブや隘路区間の道路改良整備を要望します。

建
設
部

土
木
課

要
望

Ｂ
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5
山
根

　昨年もお願いしましたが、元山根中学校の前の道路を１ｍほど
拡幅していただきたいです。

　市道下戸鎖橋場線は、新山根温泉、ディサービスセンターや桂
の水車広場へ向かう重要な路線であります。
　拡幅については、土地の管理者である市教育委員会と協議を進
め、財政状況等も勘案しながら検討してまいります。

建
設
部

土
木
課

要
望

Ｂ

6
山
根

　「地域おこし協力隊」を山根に配置いただいて、ベーグルの開
発などの取り組みが好評です。
　引き続き、特産の大豆やそれ以外の地域資源を活かした産業お
こしも頑張っていただければと思っています。

　地域おこし協力隊員は９月末までに市内に５人。山根地区には
隊員２人が配置になり、山根の一本桜ツアーなどの地域資源を活
用した観光メニューの開発や、岩魚や大豆など地場産品を活用し
た新商品の開発、山根サマーフェスティバルなど地域イベントの
支援活動、フェイス・ブックなどを活用した情報発信に取り組ん
でおり、地域の住民の方々からも高評価をいただいています。
　今後も地域の魅力や資源に着目した更なる地域おこしの活動を
住民とともに展開してまいります。

総
合
政
策
部

地
域
づ
く
り
振
興
課

意
見

Ｂ

7
山
根

　山根に特化した総務省の事業があると聞いていますが、その概
要を教えてください。

　総務省の「過疎地域等集落ネットワーク圏形成支援事業」を受
けて行うもので、実施主体となる「山根六郷の里協議会」の設立
総会を6月29日に行いました。
　8月22日には「山根サマーフェスティバル」を開催し、多くの町
民に参加いただいたほか、市内外の方との交流。音楽、創作の各
種アーティストの方々にも参加をいただき、コンサートや創作体
験を通じて町民の方々に楽しんでいただくとともに、山根町の魅
力を発信しました。
　また、地域産業の育成を図るため、山根地域の特産である岩魚
を使用した「岩魚のひらき」を新たに開発しました。
　今後は、11月に町内を走るデマンドバスの実証実験を行うほ
か、地域の方々が集える場として旧山根小中学校の整備を進めて
いきます。

総
合
政
策
部

山
根
支
所

質
問

Ｅ

8
山
根

　山根には結婚していない方々が沢山います。出会いの機会が少
ないというのもあるかと思います。
　先ほどのワークショップで、若者の会を通じて結婚した例を紹
介しましたが、小・中学校の先生として来られた方も演劇を通じ
て、一緒に活動している中で結婚した実例がございます。
　交流・出会いの場が必要ではないかと思いますが、市で取り組
まれている施策、また条件についてもお聞かせください。

 平成27年度から結婚支援事業として、「結婚支援イベント補助事
業」と「縁結び支援事業」を実施しております。
○結婚支援イベント補助事業
　結婚希望者の出会いの機会を作る事業に補助金を交付します。
補助を受けられる方は市内の団体又は個人です。山根の方がグ
ループを作り補助金を受けることも可能です。補助金額は補助対
象経費の4/5又は事業にかかる経費から補助金以外の収入を控除し
た額のいずれか少ない額（上限20万円）です。
○縁結び支援事業
　結婚の相談や出会いの仲介など、結婚希望者の婚活をサポート
します。利用できる方は、市内在住か将来久慈市に住む予定のあ
る20歳以上の独身の方です。現在、11名の縁結び支援員が登録し
ております。相談を希望する方は、子育て支援課へ連絡してくだ
さい。相談費用は無料です。

生
活
福
祉
部

子
育
て
支
援
課

質
問

Ｅ
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9
山
根

　山根の支所長さんが２年位ですぐ変わったので、異動願いが出
ても受理しないでください。

　適正な人事異動は、少数精鋭による行政運営が求められる現況
において公務能率の向上、組織の活性化を図る上で極めて重要で
あることから、計画的・系統的な人材育成に寄与する人事異動を
推進しているところであります。

総
務
部

総
務
課

要
望

Ｃ

10
河
南

　進学は、これからの人生に大きく活きてくると思います。
　大学に進学しても、たくさんコミュニケーションとりながら、
久慈のことを考えて、進学した半分くらいは久慈に戻ってきて、
久慈の発展を遠藤市長と担っていただければありがたいと思いま
す。

　進学で久慈市を離れた方が戻ってくるためには、「働く場所」
の確保と「地元愛」の醸成が重要であると考えています。
　市では今年度から、Ｕターンをする若者とその方の雇用の受け
皿となった事業所への奨励金制度を設けました。
　また、中学生のうちから地元の企業を知ってもらうために、職
場体験の充実に向けた取組も進めています。
　こういった施策を進めながら、久慈市の産業振興につなげてい
きたいと考えています。

産
業
経
済
部

商
工
振
興
課

意
見

Ｂ

11
河
南

　駅前開発に関わって、ワークショップや勉強会開いています
が、その途中経過を教えてください。
　そろそろ、まちづくりの具体的な考えを示し、出来ることをし
てもらいたいです。

　５月から６月にかけて計３回実施した駅前整備に関わるワーク
ショップでは、複合施設の利活用について、交通機関の待ち合
せ、学生の勉強スペース、読書、情報収集、休憩スペース、老若
男女の集い、講座等の開催、イベントの開催等の意見が出されま
した。
　それらを具体化する機能として、図書館、観光交流スペース、
飲食店、コンビニ等が挙げられたところであります。
　これらの意見を踏まえ、市内外の人が集える核施設として、図
書館、地域交流センター、観光交流センター、店舗で構成される
複合施設を柱とする計画を取りまとめたところであります。
　現在、この計画について、関係機関と協議をしているところで
すが、協議が整い次第、広く意見を求めるパブリックコメントを
実施する予定です。

産
業
経
済
部

市
街
地
活
性
化
推
進
課

質
問

Ｅ

12
長
内

　昨日の新聞で、駅前開発が決まったと見ましたが、駅ビルには
手をつけない方向でしょうか。
　それとも第二、第三と開発を広げていく考えがあるのでしょう
か。

　街の玄関口としてのシンボル性を重視し、駅前ビルを解体した
跡地への複合施設整備を模索してきましたが、様々な条件を勘案
した結果、駅前ビルを断念し、旧物産市場の周辺を整備地とした
ところであります。
　今回の駅前整備は平成30年度までの計画期間となっており、期
限内の完成を目指し、複合施設、駅前交通広場等の整備を進めて
いきますが、今回、断念した駅前ビル周辺については、将来的な
課題として捉えていることから、財政事情等を勘案しながら、将
来の整備を検討していきたいと考えています。

産
業
経
済
部

市
街
地
活
性
化
推
進
課

質
問

Ｅ
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13
侍
浜

　久慈市では、児童数の減少に伴って小・中学校の統廃合を進め
ていますが、その考えでいくと、学校がなくって不便です。
　若者がますます住まなくなりますので、教育にかける経費と、
この先の久慈市の人口、若者の数を増やすということを天秤にか
けて考えていかなければならないと思います。
　当初の計画のまま統廃合を進めるか、または見直しをかけるの
か、お聞かせください。

　複式学級の回避できる学校規模を基本方針に、平成20年５月に
平成20年度から平成29年度までの10ヵ年を計画年度とした「学校
再編のための基本方針」を策定しました。
　うち、平成27年３月末までに再編を行った学校は、小学校で８
校、中学校１校となっております。
　今後は、計画の策定から７年が経過し、子供の数や地域の状況
も変化していることから、計画の見直しを考えております。

教
育
委
員
会

教
育
総
務
課

質
問

Ｅ

14
侍
浜

　介護施設に入所できないという話をよく聞きます。
　今年の介護保険料を上げる際の説明の時点では、介護施設の利
用待機者はそれほど多くないと伺っていましたが、現状はどのよ
うになっているのかお聞かせください。

　介護施設の入所待機者は、平成27年４月１日現在、要介護３以
上の特別養護老人ホームの入所待機者は146人、そのうち早期入所
が必要とされた方は29人となっております。
　施設の整備状況は、５月に定員９人の認知症対応型グループ
ホーム、６月に定員29人の特別養護老人ホームが開設。また、平
成27年度から平成29年度までの３年間を期間とする「第６期介護
保険事業計画」において、通所、訪問、短期間の宿泊を組み合わ
せた定員29人の小規模多機能ホーム、また、定員９人の認知症対
応型グループホームの整備を予定しております。
　なお、国では介護が必要な状態になっても住み慣れた地域で安
心して暮らし続けていけるよう、地域全体で高齢者を支える「地
域包括ケアシステム」の構築を進めています。
　市としても保健、福祉、医療等の関係機関が連携し、在宅医
療・介護を一体的に提供できる体制の整備に努めてまいります。

生
活
福
祉
部

介
護
支
援
課

質
問

Ｅ

15
侍
浜

　１月４日に外屋敷で発生した交通事故で八戸市の４人が大怪我
をした際、侍浜中学校の校庭にドクターヘリが着陸しました。
　６月にも復興道路の工事に関係する事故で洋野町の人が怪我を
して、侍浜中学校にドクターヘリが着陸しました。
　侍浜中学校は災害の際の避難所の指定にになっていて、看板も
出ています。ドクターヘリの着陸にももってこいだと思います
が、周辺の地域住民に対して「ドクターヘリが到着するから気を
つけて」等の放送があってもいいのではないかと思います。

　ドクターヘリの運行には、まず離着陸所の確保が必要です。
　そのための市民の避難誘導や砂ほこりがまわないよう事前の水
まき対応など、安全確保に努めなければならないところでありま
す。
　ドクターヘリの運行について周知した場合、それに伴う見学者
の安全確保対策、車両等の混雑による救急車両の到着の遅れ、ヘ
リの回転翼(ローター)の強風による二次災害の発生など、さまざ
まな弊害が考えられることから、放送については難しいと久慈消
防署から伺っておりますのでご理解願います。

総
務
部

消
防
防
災
課

意
見

Ｃ

16
河
北

　２年前にも話した、門前と天神堂の境の用水路のことです。雨
が降ると道路に水が上がり、いつも通行止めになります。
　前に質問した時には、用地を下流側から交渉中だと回答いただ
きましたが、２年も前からその話で進んでいません。
　大雨で冠水してしまうので、門前・天神堂の人も困っていま
す。

　今年度の雨水排水路整備は、当該箇所の一部について工事を実
施します。
　来年度以降は、道路工事に併せて整備を進めて参ります。 建

設
部

下
水
道
課

要
望

Ｂ
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17
河
北

　複合施設を久慈駅の南側につくる、2018年度の完成を目指すと
いう内容の新聞記事が６月26日に出ました。久慈駅南側と方針を
固めたということですが、市立図書館を核施設とする方向で考え
ているとすると、現在の図書館はどうなりますか。
　

　久慈駅前の活性化のため、集客性のある図書館を移転し、加え
て交流スペース、観光ＰＲスペース等の機能をもった複合施設を
整備する予定です。
　図書館移転後の活用については、旧長内中学校に保管・展示し
ている文化財・郷土資料の展示スペースがひとつの案になると考
えていますが、新図書館が完成する平成30年度までに、様々な視
点から検討していきます。

産
業
経
済
部

市
街
地
活
性
化
推
進
課

質
問

Ｅ

18
河
北

　複合施設の２、３階に図書館を全館移転、１階にコンビニとか
交流、観光ＰＲコーナーなど、多彩な機能を持つのであれば、地
域に根付く市立図書館づくりをしてほしいです。
　私も図書館を活用させてもらっていますが、子供からお年寄り
まで利用しているか疑問なところがあります。
　名誉職や館長は、行政官の持ち回りではない形で任命してほし
いと思います。本が好きで、情熱を持った人に集まって図書館の
運営をしてほしいです。全国から公募でもいいと思います。
　司書もスタッフも正規職員として採用して、専門性を活かし、
住民が楽しく利用できる図書館づくりを目指してほしいです。
　まちなか水族館が去ったあとに、子供向けの絵本館を作って欲
しいと述べてきた関係もあり、地域に根付く図書館づくり、時代
の要請に応えるということでお願いしたいと思います。

　新図書館建設については、現在、補助金の申請を含め国と協議
をしているところであります。
　多くの市民に利用され、市民の学習を支え、地域に根付く図書
館となるよう、市民に対するアンケート調査等を実施し、市民の
意見を取り入れた計画づくりに努めてまいります。
　また、職員の専門性を高めるための研修も進めてまいります。

教
育
委
員
会

図
書
館

要
望

Ｂ

19
河
北

　駅前の活性化として、駅前から川崎町に道路を作るという話あ
りますが、できれば早い時期にお願いします。
　昨年の懇談会で、メガネの玉屋さんから高架で川崎町に出ると
いう意見を出しましたが、その後どうなっているのか、そういう
方法があるのかお伺いします。

　川崎町と市街地を結ぶ道路について、昨年度、鉄道関係２社と
平面交差に係る情報交換を行ったところですが、踏切の増設や技
術的・物理的な問題、数百億とも想定される事業費の問題等の解
決が必要となります。
　今後も関係会社や国、県と問題の解決に向けて、検討・協議を
重ねてまいります。

建
設
部

都
市
計
画
課

質
問

Ｄ

20
河
北

　市道の整備・改良ですが、久慈市の舗装化は58.7㌫、盛岡は82
㌫、宮古は79.2㌫という状況で、久慈市が遅れています。
　山形との合併後の17年度から25年度までの８年間で、舗装が4.6
㌫しか延びていない。１年で0.575㌫という状況です。単純計算す
ると100㌫になるまでに、71.8年かかる。それほどに市道が舗装化
になっていないという現実があります。
　市では幅員４ｍ以上で回転場が必ず必要としていますが、クリ
アするのに難しいので、その考え方を少し変えなければ市の舗装
化は進まない状況であると思います。
　市の方向性、考え方を変えてもらいたいです。個別に要望書を
お願いしましたが、是非検討いただきたいと思います。

　市道路線の認定につきましては、一般車両や緊急車両が安全か
つ円滑に通行できるよう幅員が４ｍ以上であることなど、一定の
要件を満たした場合としておりますので、ご了承願います。
　また、市道の整備・改良につきましては、限られた財源の中
で、交通量などを勘案し、優先順位をつけながら整備をしており
ますが、ご提言のとおり市道の舗装率は低い状況であります。
　今後も、市道の改良整備を進めるとともに、行政と地域住民と
の協働作業による「市民協働道路維持補修事業」での整備を推進
するなど、市道の改良整備に努めてまいります。

建
設
部

土
木
課

要
望

Ｃ
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21
河
北

　保育士の労働条件が非常に悪い。市と民間の労働条件に雲泥の
差があります。ある保育園では半分くらいは臨時の職員を雇って
いる状況です。その中で保育した場合に、専門じゃないので子供
にかなりの影響があるのではないか。保育士にならないというの
は労働条件が絡んでくる、賃金がかなり安く、休憩もとれないで
保育をしているという実態があります。資格を持っていても保育
園で仕事をしたくないという人がかなり多いようです。
　市で施設認定をしますので、労働条件についても行政指導が必
要だと思いますので、よろしくお願いします。

　平成25年度から国の保育士等処遇改善事業費補助金により、民
間保育所における保育士等の賃金改善の支援に努めてきておりま
す。
　本年度から始まった子ども・子育て支援新制度においては、保
育士の処遇改善の拡充が図られるよう、新たに保育所運営費に処
遇改善加算が設けられましたので、各民間保育所において当該加
算を活用した賃金改善が図られるよう、引き続き保育士の処遇改
善に係る支援に努めてまいります。

生
活
福
祉
部

子
育
て
支
援
課

要
望

Ｂ

22
河
北

　駅前デパートを市で解体して、土地を買い取って建てるという
だけで結構お金がかかると思います。買い取って市の持ち物に
なったなら、維持管理費はどこで負担するのでしょうか。

　街の玄関口としてのシンボル性を重視し、駅前ビルを解体した
跡地への複合施設整備を模索してきましたが、今回は、様々な条
件を勘案し、駅前ビルではなく、旧物産市場を解体した跡地周辺
を整備地としたところであります。
　旧物産市場周辺の土地は市が買い上げるとともに、その上に建
てる複合施設も市の所有となることから、維持管理費は市が負担
することになります。その建設、維持管理については、ＰＦＩ手
法による民間活力の導入を検討しており、民間のノウハウを活用
した建築コストの削減や、民間による効率的な運営による維持管
理費の縮減を図っていきたいと考えています。

産
業
経
済
部

市
街
地
活
性
化
推
進
課

質
問

Ｅ

23
河
北

　中心市街地活性化のワークショップにも参加しましたが、意見
の中で会議室やフリースペースというご意見が結構ありました。
　例えばアンバーホールの維持費と財源、貸会議室や事業の収益
を教えてください。

　アンバーホールの維持費は、年間約１億５千万円。その内訳は
光熱水費や保守点検等の維持費が約１億２千万円、コンサート等
の自主公演に係る事業費が約３千万円。財源は市税や地方交付税
等の一般財源や公演入場料等であります。
　貸会議室等の収益は、年間約７百万円となっております。
　なお、久慈駅前に整備を予定している複合施設には、市民や観
光客が集うことを目的に、会議室や多目的スペースの設置を検討
していますが、アンバーホールとは施設の内容や規模が異なり、
上記の維持費等がそのまま当てはまるとは言えないので、複合施
設の維持費等は今後検討することとなります。

産
業
経
済
部

市
街
地
活
性
化
推
進
課

質
問

Ｅ

24
河
北

　アンバーホールは正直言って、公演とか観たいものがあまりな
かったり、貸会議室の数も少ないので、新しい施設をつくった時
の運営ノウハウを改善するために、現状の施設で（経費が）どの
くらいかかっているのか、逆に収益をどのくらい上げられるか、
というところをもう少し考慮していただいたほうがいいと思いま
す。

　久慈市文化会館は東北でも屈指の音響施設を有するホールとし
て高い評価を受けている文化施設です。様々な専門的な設備があ
ることから、施設の維持管理費も掛かっている状況です。
　このことから、舞台の照明や音響などは外部委託をしているほ
か、職員のシフト制出勤、燃料や電気などの節減を実施するな
ど、事務の効率化と経費節減に努めているところです。
　また、施設のさらなる有効活用と民間ノウハウによる事業企
画、収益改善、経費節減などのメリットがあると考えられること
から、指定管理者による施設運営や民間活力の導入についても検
討しているところです。

総
務
部

文
化
課

意
見

Ｂ
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25
河
北

　例えばアンバーホールの運営自体を委託したらどんな感じにな
るのでしょう。

　久慈市文化会館は現在は市の直営で運営しており、事務の効率
化や経費節減に努めているところです。
　指定管理者による運営や民間活力を導入することで、民間ノウ
ハウによる事業企画、施設の有効活用、経費節減などのメリット
があると考えられることから、そのような手法での施設運営につ
いても検討しているところです。

総
務
部

文
化
課

質
問

Ｂ

26
河
北

　アンバーホールの指定管理に民間が入ってきやすいように、会
館でどういう経費がどうかかっているのか、民間ならもっと安く
やれるというのがあると思います。
　市の全般の収支はインターネットで出ていると思いますが、そ
れを各施設で出してやると、民間が入ってきやすい環境が出来る
と思いますので、その辺もご考慮お願いします。

　指定管理制度を導入しようとする施設については、指定管理者
を募集する際、過去３年間の経費実績を公表しているところで
す。
　今後も指定管理者の募集にあたっては経費実績を公表の上、民
間事業者等からよりよい運営につながる提案が提出されるよう取
り組んでまいります。

総
務
部

文
化
課

要
望

Ｂ

27
河
北

　60～70代の年代は、仕事を探している部分もあります。市が苦
慮しているところに仕事の種がある。その苦慮している部分ク
ローズアップしたワークショップをやってもいいと思いました。
　たたき台は必要だと思います。市で作っていただいて、そこか
ら進めるのが大事だと思います。

　高齢者の方々は、それぞれに何ものにも代えがたい知識や経験
をお持ちであると思います。そういった知識や経験を新たな仕事
に生かすという考えは、とても大切なことだと考えています。
　新たな仕事を作り上げていくためには相応の準備が必要ですの
で、ご提言いただいた件につきましては、シルバー人材センター
等と相談しながら、検討したいと思います。

産
業
経
済
部

商
工
振
興
課

意
見

Ｃ

28
河
北

　防災公園は、市広報を見ても計画や目的が二転三転していま
す。予算的にも、去年は18億と聞いたのですが、この頃は30数億
と。道路勾配も10％と走れるような道路じゃないという問題もあ
り、そこに市の財源を入れられる余裕がないと思います。
　できれば直ちに中止をしてもらいたいです。必要性も感じてい
ません。

　現在、防災公園の総事業費35億円、多目的広場の面積は8haから
4haに縮小して事業を進めております。
　公園内の園路の幅員は、片側歩道付きの2車線で幅員は12.5ｍと
なります。また、安全に通行出来るよう、道路勾配は最大で6％に
抑えております。
　現在、国から財源的に非常に有利な社会資本整備総合交付金の
復興枠として、約18.6億円が認められており、残事業費について
も同様の交付金を国へ要望しております。

建
設
部

都
市
計
画
課

意
見

Ｃ

29
河
北

　防災公園の補助金が18億で、残り17億は市の財源です。それほ
ど必要な施設なのでしょうか。何人の人が緊急避難で使用するの
か人数をあげ、個々に対策を考えてもいいと思います。湊町にも
津波避難施設をつくっていますので、それで充分だと思います。

　現在、残事業費についても同様の交付金を国へ要望しておりま
す。 建

設
部

都
市
計
画
課

意
見

Ｂ
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30
河
北

　数年前、市総合防災計画が議会で決まったと思います。その時
に議員２、３人から「内容についてわからない」と聞きました。
地元の議員が湊町の避難タワーも知りませんでした。
　また、「金刀比羅神社に上がるスロープなどのほうが、金もか
からず手っ取り早い」と彼ら（議員）が要望しても、それを市当
局が無視しているという内容の話を聞きました。

　復興事業の議員への説明については、議員全員協議会や議会の
場等において説明させていただいております。
　また、津波避難タワー整備事業にかかる地元説明会も２回開催
し、そのなかでご意見等を伺い、ご理解をいただいたことで事業
を進めてきたところであります。

総
務
部

消
防
防
災
課

意
見

Ｂ

31
河
北

　防災公園にとんでもないお金をかけて、果たして何になるの
か。道路も国道45号が高規格化され、山岸線の金刀比羅神社の下
で６ｍ道路の工事を始めています。それができれば、防災公園の
道路が必要なのかと疑問に思います。

　震災時、国道395号、国道45号が通行止めとなりました。
　このことから、大型車両等も安全に通行出来る迂回路を確保す
る必要があると考えております。

建
設
部

都
市
計
画
課

意
見

Ｂ

32
夏
井

　炭山道路の整備をよろしくお願いします。 　市道久慈夏井線の整備でありますが、多額の事業費が見込まれ
ることから、財政状況等も勘案しながら、様々な整備手法につい
て研究してまいります。

建
設
部

土
木
課

要
望

Ｃ

33
夏
井

　夏井町で久慈地区中学校駅伝大会が昨年に続き開かれます。
　久慈地区洋野町から普代までの各中学14校が集まり、県大会予
選を兼ねて大会が行われます。
　しかし、コース上の道路に穴が空いていたり、段差がやひび割
れがあったりします。急いで修理が必要と考えます。
　大会は８月20日。その１カ月ほど前から14校が試走練習を始め
ます。公民館も全面的に協力しているし、大会当日は夏井町民も
沿道に出て応援をしているのですが、コースが貧弱ですので、急
いで修理してほしいと思います。

　コース道路上の舗装穴や段差は、修繕してまいります。
　また、舗装の傷みが多いことから、順次改修工事を行っており
ます。

建
設
部

土
木
課

要
望

Ａ

34
夏
井

　平山小学校の評議員をやっています。
　先日、校長・副校長から平山坂の拡張がストップしているた
め、冬になると子どもたちが心配だという話をしておりました。
いつ頃から工事が始まるのかお伺いします。

　市道野中線は、工事を10月に発注し契約したところでありま
す。
　準備が整い次第、工事に着手してまいります。 建

設
部

土
木
課

質
問

Ｅ

35
夏
井

　民生委員の集まりや市役所でも話しておりますが、ノースポイ
ント後方の道路がさっぱり整備がされていません。
　ノースポイントで物や貝などを置いていて臭いがしてきまし
た。その解決がまだできていません。早急に、子どもたちが安全
に通学できるように努力していただきたいと思います。

　ノースポイント裏の歩道は、三陸国道用地内の道路です。
　ホタテの貝殻やプラスチック箱等が置かれている状況につい
て、三陸国道事務所に対応を要望しております。 建

設
部

土
木
課

要
望

Ｂ

36
夏
井

　鳥谷川のフェンスが２年前の大雪で倒れており、地区の皆さん
が大変困っております。昨年も土木に行って話をしましたが、手
つかずでそのままの状態です。早めに整備をお願いします。

　倒れたフェンスも老朽化しておりますので、修繕や強度を含め
復旧の工法を検討してまいります。

建
設
部

土
木
課

要
望

Ｂ
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37
夏
井

　国道395号の歩道、国道45号の下に、国で整備してくれたミニ公
園があります。その反対側の歩道がすごく狭く、除雪車が雪掻き
をすると60cmくらいの高さになります。子どもたちは車が怖いか
ら雪の上を歩いていますが、車道側に滑って斜めに落ちる危険が
あります。県管理ということは認識しておりますが、20～30cmで
も拡幅してもらいたいです。
　一昨年もお願いしましたが「あとで」ということでした。しか
し、「あとで」どうなったのかもわかりません。

　道路管理者である岩手県に対し、従来から重点事項として整備
促進を要望してきたところであります。
　道路管理者である岩手県からは「交通量の推移や公共事業予算
の動向等を見極めながら検討していきますが、早期整備は難しい
状況である」と回答を受けております。
　市といたしましては、安全かつ円滑な道路の交通の確保するよ
う担当部署である県北広域振興局土木部に情報提供を行うととと
もに、引き続き要望してまいります。

建
設
部

土
木
課

要
望

Ｃ

38
夏
井

　４、５年前に市の道路維持補修の協働事業を町内会で活用し、
道路に側溝を入れました。「資材は提供する」「市道業者も機材
を提供する」ということでしたが、「アスファルト合材は無理」
と言われました。
　穴になったところの修繕は常温ではないほうがいいのですが、
現在でも無理でしょうか。

　アスファルト舗装には大掛かりな機械と業者の専門技術が必要
となり、市民協働事業での住民での施工は困難なことから、アス
ファルト舗装は行っていないところであります。 建

設
部

土
木
課

質
問

Ｃ

39
夏
井

　道路維持補修の協働事業の締切時期をお伺いします。 　今年度は４月15日号広報での周知と全区長に案内文書を送付
し、５月20日申込期限としました。来年度も同様の時期になるも
のと考えております。

建
設
部

土
木
課

質
問

Ｅ

40
夏
井

　市道の補修ですが、市の経費や予算の関係があるのであれば、
合材を提供していただければ、自分たちで穴をふさいでもいいと
考えておりました。資機材があれば人材は確保できます。

　ご意見のありました合材の提供は、転圧が必要となることか
ら、これまで市で対応を行っております。

建
設
部

土
木
課

意
見

Ｃ

41
夏
井

　市民の皆さんが、どんな系統の会社に立地してほしいのかを把
握していますか。

　久慈公共職業安定所及び管内の高校と卒業生の就職先や希望職
種の状況などを情報共有しており、事務系、サービス、生産工程
への就職希望が高いものと捉えています。

産
業
経
済
部

商
工
振
興
課

質
問

Ｂ

42
夏
井

　働く人が少ないという話ですが、今の定年が60才、65才。私は
72才になっても元気そのものです。そういう人を活用するしかな
いと思います。

　高齢者の方々にも元気に働いていただくためには、それぞれの
方が持つ知識や経験を生かせるとともに、やりがいを持ってもら
えるような仕事を見出していくことが必要です。
　新たな仕事を作り上げていくためには相応の準備が必要ですの
で、ご提言いただいた件につきましては、シルバー人材センター
等と相談をしながら、検討したいと思います。

産
業
経
済
部

商
工
振
興
課

意
見

Ｃ

43
宇
部

 地京沢には、グレイダーもなかなか入ってこれない。車が方向転
換するところがありません。
　地元の人が土地を出して良いから、なんとか市にお話してほし
いとのことでした。

　回転場をご提供いただけるのであれば、除雪請負業者と相談の
うえ、対象路線の検討をしてまいります。 建

設
部

土
木
課

要
望

Ｂ
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44
宇
部

　農政課にお願いしていますが、公民館のところの用水路が、崩
れたりして非常に危ないです。雨が３日も続くと水がダーッと流
れ、側溝も役に立たないくらい水が出ます。公民館の前を水が流
れるので、避難場所になっていても役に立ちません。
　ちょうど家の前が水路みたいになっているのでかなりまとめて
流れてきます。これから新しい市営住宅が建ったら、水路や側溝
もつくっていただきたいと思っています。

　提言に沿って、市営住宅敷地内の雨水・排水等を処理する水
路・側溝については設置する予定です。
　また、接続する放流先は近隣の河川とする予定であることか
ら、御指摘の用水路への流入はありませんので、市営住宅敷地及
び住宅からの雨水・排水等の流入量は増えない状況となります。

建
設
部

建
築
住
宅
課

要
望

Ｂ

45
宇
部

　区長会のときにお願いしましたが、駅前から横断してこちら側
に出ている水路が壊れています。どこでつくったか分からないの
で調べるとの回答でしたがどうなりましたか。
　（駅前の道路から丹内神社までの間）

　宇部駅前の水路の破損は、現地調査を実施しましたが、現在管
理者について調査中であります。
　調査結果については、町内会とご相談させていただきます。

建
設
部

土
木
課

質
問

Ｅ

46
大
川
目

　空き家の草木が、隣家に影響してきます。空き家で人が居ない
と町内会での対応もできません。財産権や所有権などいろいろ
あって難しいのですが、ほったらかしておくと大変です。
　やはり、町内会ではなく市で対応していただいて、町内会の会
長と話をするようにしてほしい。町内会でと突っぱねないで、行
政でご指導をいただきたいです。

　「空家対策等の推進に関する特別措置法」が施行され、所有者
確定のための行政による調査が可能になり、空家等対策計画策定
や、所有者への助言・指導から行政代執行までできることになり
ました。しかし、根底にあるのは「空家等は所有者が管理すべき
もの」ということです。
　草木の伐採についても同様で、所有者の権利が有ります。難し
いところですが所有者に対応をお願いすることになります。
　今後、市では、空家調査を平成28年度に実施し、その後に空家
等対策計画を策定するなど、特別措置法による手続きを順次進め
ていく予定です。
　なお、草刈など軽微な対応については色々なケースが考えられ
ますので、所有者等への依頼の他、町内会とも協議が必要になる
場合もあるかと考えております。

建
設
部

都
市
計
画
課

要
望

Ｂ

47
大
川
目

　久慈城跡についてです。30～40万円の予算で立木の調査をやっ
たようですが、進捗状況をお聞かせ願います。
　大川目のシンボルとして、どういう形でも久慈城を建てて、大
川目の地域活性化のシンボルになるんじゃないか、と思っていま
すので、頑張っていただきたいです。

　久慈城跡中心部の用地につきましては、用地取得等にかかる費
用額の算定資料とするため、平成25年度から26年度にかけ、地価
や立木の調査を実施いたしました。
　現在は、土地の所有権の一部について、相続にかかる権利者の
確認を行っているところであります。久慈城の建物の復元につい
ては、発掘調査を実施し構造を明らかにする必要があり、実現す
るためには相当の期間を要します。
　久慈城跡の整備については、用地の交渉、筆界未定の解消、測
量業務など、解決すべき問題点があります。
　今後、それらの課題に取り組んでいくとともに、久慈城並びに
久慈市の歴史について、情報発信してまいります。

教
育
委
員
会

文
化
課

要
望

Ｂ
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48
大
川
目

　防災公園がどのような状況で推移しているのかお知らせいただ
きたい。

　現在の防災公園の計画は、総事業費35億円。多目的広場の面積
は8haから4haに縮小して事業を進めています。公園内の園路の幅
員は片側歩道付きの2車線で幅員は12.5ｍ。安全に通行出来るよ
う、道路勾配は最大で6％に抑えております。
　現在、国から財源的に非常に有利な社会資本整備総合交付金の
復興枠として、約18.6億円が認められており、残事業費について
も同様の交付金を国へ要望しております。
　なお、今年中に夏井町大崎側から工事を実施する予定となって
おりますです。

建
設
部

都
市
計
画
課

質
問

Ｂ

49
大
川
目

　運動公園の場所は、ヤマセのない大川目地区が有利ではないか
と思っております。野球場含めて、白紙の状況のようですが、市
長、教育長の立場ではどちらがいいのかお伺いしたい。

　関連団体等40団体にアンケート調査を行いました。
　一次選定では、市内全域から望ましい「エリア」を抽出し、①
大会開催等を視野に入れた、スポーツ・レクリエーション空間の
整備、②生涯スポーツとして誰もが利用できる多様性のある公園
整備、③久慈市の新たな拠点としてふさわしい大規模公園の整備
等をテーマとして候補地の選定作業に入りました。
　二次選定では、既成市街地の土地利用以外の地区、アクセス性
を考慮し、幹線道路沿い（北部、南部、西部）、津波浸水区域を
除外し、整備可能な地形を考慮するなどの条件から９地点まで絞
り込み、項目ごとに評価し、上位３地点を選定したところです。
10月30日にはワークショップを開催し、市民から意見を伺いま
す。

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

質
問

Ｅ

50
大
川
目

　矢巾町で子供が自殺した経緯があり、久慈市でも危惧しており
ますが、小・中学校の状況について、教育長として防止のために
何を気を付けて、こういう方向に持っていきたい、というのがあ
ればお尋ねしたい。

　市内小中学校では教育活動全体を通じ、すべての児童生徒に
「いじめは決して許されない」ことの理解を促し、児童生徒の豊
かな情操や道徳心、自分の存在と他人の存在を等しく認め、お互
いの人格を尊重し合える態度など、心の通う人間関係を構築する
能力の素地を養う指導をしています。
　日頃からの児童生徒の理解、未然防止や早期発見をお願いして
おり、万が一いじめが発生した際の問題を隠さず、迅速かつ適切
な対応、組織的な取組等をします。
　学校は報告を行うとともに、市教委では必要な指導・助言を行
います。また、関係機関と連携して対応することにより、より実
効的ないじめの問題の解決を図ることとしています。
　各学校では、いじめの防止等の取組についての基本的な方向や
取組の内容等を明記した「学校いじめ防止基本方針」を策定して
います。

教
育
委
員
会

学
校
教
育
課

質
問

Ｅ

11 / 13 



№
地
区

提言等 取組状況 部 課
提言
区分

取組
ﾚﾍﾞﾙ

51
大
川
目

　災害関係の負担金が国から要望されているわけですが、久慈市
の場合、負担金がいくらくらいでどこから出るのでしょうか。

　地方自治体への一部負担につきましては、一部の事業におい
て、久慈市でも負担が発生することが見込まれています。
　河川堤防かさ上げに伴う湊橋架け替えや、総合防災公園の事業
などにおいて、約６千万円程度が見込まれているほか、湾口防波
堤や河川堤防、道路事業などにおいて、県の負担が求められてい
るところです。

総
合
政
策
部

復
興
企
画
課

質
問

Ｅ

52
大
川
目

　大川目には、市から借り上げてもらった田んぼ、用地がありま
すし、道路端に広い面積があります。
　考えているのは、大きなハウスを建てて、農家の方々が冬場の
野菜をつくることです。農家も冬場は仕事がないので、誰かやる
と思います。その辺のお考えをお聞かせください。

　平成13年度から同23年度にかけ大川目地区の圃場整備を実施し
た際に換地を行い、市が買い上げたいわゆる「創設用地」があり
ます。これまで、大川目営農組合に当該土地を貸し、平成25年
度・26年度に、乾燥調製施設や格納庫等が整備されたところです
が、まだ広い土地が残っております。
　残りの創設用地の活用方法は、大川目営農組合と随時相談させ
ていただいていますが、農産物の直売等を行うイベントの計画も
あるようです。
　今後も、大川目営農組合と協議を進め、具体的な活用方策を
探ってまいりたいと思います。
　市からも情報提供いたしますが、大川目地区の営農者等からも
要望をあげていただきたいと思いますのでご理解願います。

産
業
経
済
部

農
政
課

意
見

Ｂ

53
小
久
慈

　側溝清掃についてです。市では「町内会や部落単位でやってく
ださい」ということですが、市道を横断する側溝のフタはボルト
で締まっていて取れません。なんとかしてもらえないでしょう
か。
　砂がいっぱいになっていても私たちではできません。その部分
だけでも市で対応してもらえれば助かります。
　市の土木課でも、市道を通った時に泥が溜っているというのは
分かると思います。その都度、こちらから連絡しなくても自主的

　側溝清掃などの管理は地元にご協力いただいているところであ
り、蓋上げのための道具は貸し出しをしております。
　また、グレーチングナット用レンチはご希望があれば区長等に
配布しておりますので、お問い合わせください。 建

設
部

土
木
課

要
望

Ａ

54
小
久
慈

　街路樹の管理をやっていた人に「下草も刈ったらいい」と言っ
ても「そこは他の人がやること。下の草は係が違う」と言われま
した。分担せずに金も時間もかからないようにできることはやっ
たらいいと思います。無駄が非常に多いと思います。

　職員に対し、市民の対応について指導を徹底してまいります。
建
設
部

土
木
課

意
見

Ｅ

55
小
久
慈

　ゴミのマナーについて悩んでいます。さっぱり思うようにいき
ません。学校教育として教えると親も気を付けるようになる。そ
ういうふうにやっていかなければと思います。

　学校では総合的な学習の一環として環境教育にも取り組み、ゴ
ミ問題について学習する他、普段の学校生活においても分別処理
等に取り組んでいます。今後も引き続き環境教育を推進します。
　また、教育振興運動の一環として、早朝ゴミゼロ運動等への児
童生徒の参加に取り組んでいる地区もありますので、校長会等を
通じ地域の清掃活動への家族ぐるみでの参加について、働きかけ
ていきます。

教
育
委
員
会

学
校
教
育
課

意
見

Ｂ
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56
小
久
慈

　市内でのイベントなどでボランティアをやっていますが、いつ
も同じ人ばかりが行くようです。ボランティアでもポイントカー
ドのように何か利点がつくといいのではないか、検討をお願いし
ます。

　ボランティア活動は身近なところでできることを自ら進んで行
う活動であり、一般には見返りを求めない非営利な活動といわれ
ております。
　全国では、高齢者が行う介護のボランティア活動にポイント制
度を導入し、自身の健康維持につなげていく取り組みもあること
から、今後関係機関と共に一層の研究を行ってまいります。

総
合
政
策
部

地
域
づ
く
り
振
興
課

意
見

Ｃ

57
山
形

　将来を見据えた時に、子どもが少ないことが一番問題です。や
がて、学校が全部無くなるという心配をしております。
　その為には、子どもをここで育ててここの学校に入れてくれる
人には中学校を終わるまで、市でお金を出すくらいの対応をして
もらえれば、１つの活性化につながると思っております。
　若い人たちがここに暮らせる施策をまず先に考えないと、子ど
もがいないところは将来性が上がる保証がないと思います。

　10月末に久慈市まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定いたし
ました。「安定した雇用の創出」、「結婚・出産・子育てへの支
援」「久慈市への人の流れづくり」「震災からの復興と安心安全
なまちづくり」を柱としており、本年度から５年間、総合的・重
点的に施策を展開することで、人口減少を克服する対策としてお
ります。
　ご提言のように若い方々が市内各地域で暮らすための施策につ
きまして、総合戦略各事業の着実な推進とともに、先進自治体の
事例を参考にするなど、施策の充実に努めてまいります。

総
合
政
策
部

政
策
推
進
課

意
見

Ｂ

58
山
形

　山形町の道の駅から診療所へ行く旧道をつなぐ橋を、永久橋に
していただきたい。現在は仮橋のようですが、山形町で一番利用
されています。中学校もあります。山形全体、それ以外から来る
人たちのためにも必要なものです。

　当該橋梁は、幅員1.8ｍの歩行者専用の橋となっております。
　ご提言のありました橋梁については、多額の事業費が見込まれ
ることから、財政状況等も勘案しながら、様々な整備手法につい
て研究してまいります。

建
設
部

土
木
課

要
望

Ｃ

59
山
形

　全国的に平庭を宣伝しています。確かに白樺は日本一ですが、
白樺だけではダメです。以前は平庭つつじがメインでしたが、当
時の何分の一かに減少してしまいました。それを拡張するとか。
　平庭の観光開発を市と相談してやっていけばいいのではない
か、と思っています。私の計画、構想はあらためて相談します。
　塩の道、海岸から関、二又を通って平庭まで、活用して観光地
化して、観光客なり人口の出入りを多くして収入を得ていく。山
間部に住む住民の収入、発展につながると思います。市が中心に
なってそういう構想を活かしながら。私なりにそれぞれの関係者
に話をしてみたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

　平庭高原は県立自然公園に指定されており、31万本の白樺が林
立する日本一の高原リゾートです。
　本年度は、「くじ☆ラボ」企画において、ボランティアの方々
を中心に平庭高原周辺の草刈りを実施したほか、例年実施してい
る「平庭高原つつじ祭り」ではつつじの苗木プレゼント、10月31
日にはレンゲツツジの植樹を行うなど、平庭高原を中心とした環
境整備・つつじの植樹等にも取り組んでおります。
　塩の道をはじめ、平庭闘牛大会、スキー場、ロッジなど様々な
観光資源があることから、皆様のご意見を取り入れながら総合的
に地域資源の魅力向上に取り組んでまいります。

産
業
経
済
部

観
光
交
流
課

意
見

Ｂ
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